
鶴
嶺
女
学
校
に
つ
い
て

Lま

め

じ

見

岡。

史

本
稿
は
、
鹿
児
島
県
中
等
教
育
史
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
先
に
、
女
子
教
育
を
中
心
と
し
て
本
研
究
の
序
論

的
考
察
を
行
な
っ
た
。
本
稿
は
そ
れ
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
本
県
女
子
教
育
の
一
命
脈
と
い
う
べ
き
鶴
嶺
女
学
校
に
つ
い
て
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の
概
観
的
考
察
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
構
成
上
、
引
用
資
料
に
多
少
の
重
複
部
分
が
生
ず
る
こ
と
を
、
序
め
お
断
わ
り
し
て
お

き
た
い
。
な
お
、
本
稿
を
草
す
る
段
階
で
、
鹿
児
島
玉
龍
高
等
学
校
の
重
要
書
類
の
中
に
、
鶴
嶺
女
学
校
創
立
時
以
来
の
学
籍
簿
等
が

大
量
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
分
析
は
日
数
を
要
す
る
の
で
本
稿

子

で
は
残
念
な
が
ら
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
同
窓
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
鶴

嶺
関
係
の
生
存
者
か
ら
当
時
の
模
様
を
教
え
て
も
ら
う
機
会
も
作
れ
そ
う
で
あ
る
が
、

治

ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
研
究
に
は
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
課

津島

題
を
数
多
く
抱
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
他
日
を
期
し
、

ま
ず
は
手
許
に
あ
る
文
献

を
も
と
に
概
観
し
た
い
と
思
う
。



一
、
鶴
嶺
女
学
校
の
誕
生

鶴
嶺
女
学
校
の
創
立
は
明
治
二
十
九
(
一
八
九
六
)
年
十
二
月
二
日
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
女
子
中
等

教
育
の
草
分
け
は
、
明
治
八
年
、
鹿
児
島
市
の
天
文
館
跡
に
設
け
ら
れ
た
小
学
正
則
女
子
講
習
所
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
翌
年
女
子
師
範

学
校
と
改
称
さ
れ
た
が
、
西
南
の
役
に
よ
り
八
ヵ
月
間
開
校
し
た
あ
と
種
々
の
変
遷
を
経
て
明
治
二
十
年
三
月
、
鹿
児
島
県
師
範
学
校

女
子
部
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
鶴
嶺
女
学
校
の
『
沿
革
史
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
:
:
:
明
治
二
十
年
師
範
学
校
令
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ノ
改
正
ト
共
ニ
師
範
学
校
ハ
尋
常
師
範
学
校
ト
改
称
セ
ラ
レ
生
徒
ハ
僅
一
一
一
一
学
級
ヲ
収
容
ス
ル
コ
ト
〉
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
従
来
収
容
セ
ラ

レ
タ
ル
多
数
ノ
生
徒
ハ
退
学
ノ
止
ム
ナ
キ
事
情
ニ
遭
遇
セ
リ
時
一
一
当
市
ニ
野
守
峯
子
女
史
ノ
家
塾
ア
リ
此
等
不
幸
ノ
生
徒
ハ
多
ク
此
家

塾
一
一
:
:
:
入
リ
又
地
方
有
志
富
豪
ノ
子
女
モ
多
ク
此
一
一
集
マ
リ
裁
縫
刺
繍
押
絵
生
花
茶
ノ
湯
音
楽
等
ノ
技
芸
ヲ
学
習
:
:
:
」
し
た
、
と
。
トau 

こ
の
野
守
塾
は
旧
制
第
七
高
等
学
校
造
士
館
近
く
の
二
の
丸
と
称
す
る
場
所
に
設
立
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
が
、
そ
の
規
模
、
教
育
内
容
一

に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
ま
だ
判
っ
て
い
な
い
。
裁
縫
を
中
心
と
し
た
小
さ
な
家
塾
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
鹿

児
島
に
あ
っ
て
は
こ
の
種
の
塾
が
最
良
の
女
子
中
等
教
育
機
関
で
あ
り
、
良
家
の
子
女
が
新
し
い
時
代
を
目
指
し
て
謂
集
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
本
富
安
四
郎
の
『
蔭
摩
見
聞
記
』
に
よ
れ
ば
、
「
城
山
一
敗
始
め
て
関
門
を
開
て
、
世
間
を
眺
め
、
顧
て
深
く
世
の
進
歩
に
後

れ
居
た
る
を
発
見
し
た
り
、
爾
来
、
鋭
意
学
事
を
勧
め
」
と
あ
り
、
明
治
十
年
代
、
二
十
年
代
の
様
相
が
窺
え
る
。
当
時
、
名
の
り
出

て
き
た
私
立
学
校
を
列
挙
し
て
お
く
と
、
-
明
治
十
一
年
共
立
学
舎
、
十
五
年
三
州
義
塾
、
十
七
年
銀
銭
塾
、
十
八
年
博
約
義
塾
、
二
十

一
年
講
数
義
塾
、
二
十
二
年
に
は
妥
藁
女
学
校
と
鹿
児
島
高
等
簿
記
学
校
、
二
十
三
年
成
淑
女
学
校
、
二
十
四
年
鹿
児
島
女
学
校
、
二

十
五
年
山
口
女
学
校
、
二
十
七
年
鹿
児
島
女
子
徒
弟
学
校
(
の
ち
の
女
子
興
業
)

と
続
く
よ
う
で
あ
る
が
、
各
校
に
つ
い
て
の
研
究
は

ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
他
に
も
有
名
無
名
の
私
塾
が
族
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
野
守
塾
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
。



『
鶴
嶺
沿
革
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
明
治
二
十
九
年
ニ
至
リ
同
女
史
(
野
守
峯
子
)
嫁
シ
テ
当
市
(
鹿
児
島
市
)

ヲ
去
ル
ニ
及
ビ
従
学
ノ
子
女
ハ
其
師
ヲ
失
ヒ
殆
ン
ド
途
方
ニ
迷
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
至
レ
リ
是
ニ
貯
テ
カ
此
等
ノ
子
女
ハ
同
志
相
謀
リ
土
持

肇
氏
宅
ヲ
借
リ
多
ク
ハ
此
ニ
寄
宿
シ
互
一
一
研
鎮
シ
来
リ
シ
モ
之
ヲ
統
督
ス
ル
者
ナ
ク
亦
何
等
規
則
ノ
制
裁
ナ
キ
ヲ
以
テ
島
津
サ
エ
子
女

No.1 

史
萩
原
英
子
女
史
等
主
唱
ト
ナ
リ
起
稿
ヲ
町
田
佐
熊
氏
ニ
託
シ
テ
規
則
ヲ
制
定
シ
鶴
嶺
女
学
校
ト
名
ツ
ケ
サ
エ
子
女
史
ヲ
校
長
ト
シ
鹿

児
島
市
ノ
認
可
ヲ
得
蕗
ニ
漸
ク
学
校
ノ
形
式
ヲ
備
フ
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
。
野
守
塾
か
ら
鶴
嶺
女
学
校
へ
の
脱
皮
は
か
く
し
て
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
時
に
明
治
二
十
九
年
末
で
あ
っ
た
。
原
文
は
続
い
て
い
る
。
「
然
レ
ト
モ
当
時
猶
ホ
裁
縫
生
花
茶
ノ
湯
等
ノ
技
芸
ヲ
専
修
ス

Vol. 5 

ル
ニ
過
キ
ザ
リ
キ
、
当
時
ノ
先
覚
者
タ
ル
町
田
実
一
氏
特
ニ
本
校
ノ
為
メ
ニ
尽
力
ス
ル
コ
ト
〉
ナ
リ
島
津
サ
エ
子
萩
原
英
子
両
女
史
ヲ

助
ケ
鹿
児
島
県
師
範
学
校
教
諭
青
木
文
蔵
県
視
学
黒
川
澄
江
鹿
児
島
市
高
等
小
学
校
長
上
床
惟
為
ノ
諸
氏
ヲ
顧
問
ニ
嘱
託
ス
ル
ニ
至
レ

リ
此
等
顧
問
諸
氏
ハ
先
ズ
規
則
ヲ
修
正
シ
学
校
組
織
ノ
整
備
ヲ
謀
リ
本
料
及
ビ
裁
縫
専
科
ノ
二
部
ヲ
置
ク
コ
ト
:
:
:
」
と
な
っ
た
。
こ

1984 
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の
二
部
制
は
明
治
末
ま
で
続
い
て
い
る
(
表
1
を
参
照
)
。
「
更
ニ
内
容
ノ
充
実
ヲ
謀
ラ
ン
ト
シ
テ
先
ヅ
教
員
ノ
選
任
ニ
着
目
シ
市
内
小

学
校
訓
導
中
ヨ
リ
吉
国
ノ
リ
子
・
木
村
ヨ
シ
子
両
女
史
ヲ
選
抜
任
用
シ
テ
専
ヲ
教
養
ノ
事
ニ
当
ラ
シ
メ
又
熊
本
尚
綱
女
学
校
出
身
松
岡

タ
ツ
子
女
史
ヲ
招
聴
シ
テ
裁
縫
ヲ
担
任
セ
シ
メ
以
テ
校
運
ノ
進
展
ヲ
計
レ
リ
」
と
あ
り
、
教
授
障
の
充
実
に
腐
心
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

吉
国
・
木
村
両
女
史
は
の
ち
東
京
の
実
践
女
学
校
教
師
と
な
る
人
た
ち
で
あ
る
。

私
立
鶴
嶺
女
学
校
が
鹿
児
島
県
知
事
に
よ
っ
て
公
認
さ
せ
ら
れ
た
の
は
明
治
三
十
年
六
月
一
日
と
さ
れ
て
い
る
。
原
文
に
は
「
実
ニ

本
県
ニ
齢
ケ
ル
女
学
校
ノ
晴
矢
ト
調
ツ
ベ
キ
ナ
リ
此
時
二
当
リ
市
内
及
地
方
ニ
斡
ケ
ル
好
学
心
ニ
燃
エ
ル
良
家
ノ
子
女
ハ
多
ク
本
校
ニ

集
マ
リ
来
リ
教
職
員
モ
亦
熱
誠
職
務
ニ
尽
捧
セ
シ
ヲ
以
テ
教
育
ノ
功
果
著
シ
ク
上
リ
校
運
愈
々
進
展
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
あ
る
。
女
学

校
の
噛
矢
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、
明
治
十
年
代
以
降
の
私
塾
族
生
の
動
向
を
加
味
し
て
考
察
し
な
け
れ

ば
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
修
業
年
限
や
教
科
目
等
で
鶴
嶺
女
学
校
が
急
速
に
充
実
発
展
し
た
事
実
に
わ
れ
わ
れ
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な



る
ま
い
。
当
時
の
校
舎
敷
地
等
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
鹿
児
島
市
平
ノ
町
一
八
三
、
土
持
肇
氏
宅
を
校
地
と
し
て
、

鶴
嶺
女
学
校
創
設
時
の
校
舎
は
日
本
式
建
物
八
畳
二
室
・
六
畳
二
室
・
三
畳
二
室
・
二
畳
一
室
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
二
年
に
至
り
、

九
州
沖
縄
八
県
連
合
共
進
会
の
閉
会
後
不
用
建
物
一
棟
を
払
下
げ
て
増
築
し
、

さ
ら
に
、
鹿
児
島
県
農
学
校
の
鹿
屋
移
転
の
際
払
下
げ

て
も
ら
っ
た
校
舎
一
棟
で
増
築
し
た
の
で
あ
る
。
初
年
度
の
生
徒
数
は
、
二
学
級
の
一
二
六
人
で
、
修
業
年
限
は
本
科
二
ヶ
年
、
裁
縫

科
一
ヶ
年
、
共
に
高
等
小
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
入
学
資
格
と
し
て
い
た
。
教
職
員
の
構
成
は
、
教
員
が
島
津
サ
エ
子
校
長
以
下
五

人
、
顧
問
が
町
田
、
椎
原
、
青
木
、
黒
川
、
上
床
の
五
氏
と
土
持
肇
書
記
か
ら
成
立
し
て
い
た
。
教
科
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二見:鶴嶺女学校について

本
科

H
修
身
・
国
語
・
作
文
・
習
字
・
英
語
・
歴
史
・
地
理
・
数
学
・
理
科
・
図
画
・
唱
歌
・
家
事
・
裁
縫
・
刺
繍
・
体
操
・

生
花
・
茶
湯

裁
縫
専
科

H
修
身
・
国
語
・
作
文
・
習
字
・
家
事
・
裁
縫
・
刺
繍
・
茶
湯
・
唱
歌
・
生
花

ヮ“au 

授
業
時
数
が
不
明
の
た
め
、

ど
の
教
科
に
重
点
を
お
い
て
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
。
両
科
と
も
修
身
・
国
語
関
係

と
家
事
・
裁
縫
関
係
を
共
通
科
目
に
し
て
い
る
が
、
本
科
で
は
こ
れ
ら
の
他
に
英
語
・
歴
史
・
地
理
・
数
学
・
理
科
・
図
画
・
体
操
が

組
ま
れ
て
お
り
計
一
七
科
目
に
な
る
。
特
に
、
英
語
が
教
授
せ
ら
れ
て
い
た
点
は
当
時
全
国
的
に
み
て
注
目
に
値
す
る
こ
と
〉
い
え
る
。

尤
も
、
教
育
の
主
流
は
あ
く
ま
で
裁
縫
を
中
心
と
し
た
実
科
的
教
科
目
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
本
科
第
二
回
卒
業
生

の
千
早
三
津
子
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
思
い
出
を
寄
稿
し
て
い
る
。

「
:
:
:
あ
の
狭
い
教
室
で
畳
一
枚
敷
に
裁
縫
台
一
台
を
三
人
の
生
徒
が
す
わ
ら
せ
ら
れ
て
朝
か
ら
夕
方
ま
で
一
日
中
勉
強
し
た
も
の

で
御
座
い
ま
し
た
O
i
-
-
-
大
き
な
帯
に
大
き
な
風
目
敷
包
み
を
か
〉
へ
出
校
し
た
も
の
で
御
座
い
ま
す
。
よ
く
父
が
申
し
ま
し
た
。



「
お
前
達
の
格
好
は
女
中
さ
ん
の
宿
さ
が
し
み
た
様
だ
』
と
笑
は
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も
少
し
も
恥
し
く
も
な
く
不
平
も
言
は

ず
出
校
致
し
て
居
り
ま
し
た
。
:
:
:
」

そ
も
そ
も
、
鶴
嶺
女
学
校
創
設
の
背
景
に
は
、
日
清
戦
争
後
高
ま
り
つ
〉
あ
っ
た
国
民
教
育
へ
の
認
識
が
あ
っ
た
。
「
教
養
ノ
程
度
モ

No.1 

男
女
ヲ
開
ハ
ズ
其
ノ
標
準
自
ヅ
カ
ラ
高
マ
リ
来
タ
レ
リ
。
コ
ノ
全
国
的
潮
勢
ト
本
県
ニ
静
ケ
ル
女
子
教
育
ノ
実
際
ト
ヲ
彼
此
考
慮
シ
テ

有
識
者
間
二
本
校
創
立
ノ
議
ハ
提
唱
セ
ラ
レ
ヌ
。
」
と
、
「
鶴
嶺
記
念
誌
』
は
説
明
し
て
い
る
。
県
民
の
期
待
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
そ
の
際
、
町
田
実
一
ら
の
献
身
的
努
力
に
よ
り
一
応
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
た
点
を
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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二
、
鶴
嶺
女
学
校
の
展
開

1984 

鹿
児
島
出
身
の
樺
山
資
紀
文
相
が
「
高
等
女
学
校
令
」
を
制
定
し
た
明
治
三
十
二
年
頃
、
鹿
児
島
県
に
公
立
女
学
校
は
ま
だ
存
在
し
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て
い
な
か
っ
た
。
県
立
高
等
女
学
校
が
開
校
さ
れ
た
明
治
三
十
五
年
四
月
、
県
で
は
鶴
嶺
女
学
校
に
年
額
六
百
円
の
補
助
金
を
下
附
す

る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
「
同
年
度
ヨ
リ
明
治
三
十
八
年
マ
デ
継
続
シ
テ
」
補
動
金
の
交
付
を
受
け
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
、
鶴
嶺
女
学

校
が
県
教
育
界
に
貢
献
し
て
き
た
所
甚
大
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
県
立
高
等
女
学
校
は
、
修
業
年
隈
四
ヶ
年
、
定

員
四
百
名
と
い
う
規
模
で
鹿
児
島
市
加
治
屋
町
(
東
郷
平
八
郎
生
誕
地
跡
)
に
誕
生
し
た
が
、
初
年
度
の
競
争
率
は
三
倍
だ
っ
た
と
い

う
か
ら
合
格
で
き
な
か
っ
た
者
に
教
育
の
門
戸
を
開
く
た
め
に
も
レ
ベ
ル
の
高
い
女
子
教
育
機
関
が
他
に
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
県
立
第
二
高
等
女
学
校
の
設
立
は
明
治
四
十
三
年
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
鶴
嶺
女
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、

ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
回
想
記
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
な
が

ら
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

「
千
石
馬
場
通
り
に
面
し
て
校
名
入
り
の
門
柱
を
く
y
れ
ば
お
国
振
り
の
平
家
建
、
此
が
職
員
室
事
務
室
炊
事
室
。
そ
の
家
の
前
庭



の
位
置
に
鍵
な
り
に
バ
ラ
ッ
ク
の
四
教
室
、
歩
く
と
床
が
鳴
る
。
『
乙
女
の
姿
暫
し
止
め
む
』
と
歌
留
多
競
技
が
恒
二
重
越
の
、
中
村

病
院
病
室
か
ら
洩
れ
て
来
て
、
授
業
中
も
春
持
つ
浮
れ
心
に
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
。
あ
の
時
代
の
母
校
は
人
家
三
軒
位
合
せ
た
寺
小

屋
式
で
あ
っ
た
が
、
外
観
な
ど
問
題
で
な
く
、
通
学
生
と
な
っ
た
歓
喜
に
は
ち
切
れ
そ
う
な
努
力
で
中
等
教
員
検
定
受
験
を
目
ざ
し

て
、
私
は
精
進
し
た
の
で
あ
っ
た
。
:
:
:
自
宅
か
ら
一
時
間
を
要
す
る
の
を
四
十
分
で
歩
き
、
二
十
分
を
予
習
に
当
て
た
。
級
の
係

の
仕
事
を
終
へ
て
帰
る
頃
舎
生
達
は
早
や
勉
強
の
様
子
で
あ
る
が
、
帰
宅
し
て
も
寡
婦
と
な
っ
た
母
が
夜
に
到
る
も
裁
縫
し
て
生
活

二見:鶴嶺女学校について

の
糧
に
し
て
い
る
当
時
な
の
で
弟
三
人
の
炊
事
は
私
を
待
っ
て
始
め
ら
れ
る
。
九
時
半
頃
机
に
究
る
。
ぞ
れ
も
電
灯
料
を
節
約
し
て

豆
ラ
ン
プ
の
下
で
復
習
に
夜
を
更
か
し
た
。
:
:
:
」

本
科
第
十
三
回
(
明
治
四
十
三
年
)
卒
業
生
の
福
崎
里
羊
子
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
十
二
回
生
の
本
村
テ
イ
の
寄

稿
文
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。
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「
:
:
:
屋
根
低
の
薄
暗
い
教
室
に
出
入
り
に
も
困
る
位
に
ガ
タ
机
を
並
べ
て
教
授
を
受
け
る
も
の
で
御
座
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
県

立
女
学
校
は
四
年
間
に
修
業
な
さ
る
科
目
を
二
年
間
で
負
け
ぬ
気
で
修
業
い
た
し
た
も
の
で
御
座
い
ま
す
。
殊
に
お
裁
縫
や
手
芸
な

ど
は
我
学
校
の
得
意
と
す
る
所
で
立
派
な
手
並
の
方
々
が
多
う
御
座
い
ま
し
た
。
之
は
偏
に
家
庭
婦
道
を
目
標
と
し
て
教
育
に
っ
と

め
ら
れ
た
賜
物
で
御
座
い
ま
せ
号
。
:
:
:
小
松
文
雄
先
生
は
創
立
当
初
よ
り
図
画
習
字
の
教
育
に
お
努
め
下
さ
い
ま
し
た
方
で
其
成

績
は
顕
著
な
る
も
の
が
御
座
い
ま
し
た
。

い
つ
ぞ
や
先
生
の
御
思
出
話
に
も
:
:
:
町
田
実
一
先
生
が
全
国
女
学
校
の
短
冊
を
お
集
め

に
な
り
ま
し
て
比
較
せ
ら
れ
ま
し
た
処
、
我
鶴
嶺
女
学
校
の
も
の
が
一
番
優
秀
で
あ
っ
た
と
い
ふ
よ
う
な
事
も
御
座
い
ま
す
。
こ
の

や
う
な
事
で
私
立
学
校
と
し
て
我
鶴
嶺
女
学
校
は
全
国
に
聞
え
て
い
ま
し
た
。
・
:
一
♂

参
考
ま
で
に
明
治
四
十
年
代
の
女
学
生
の
服
装
を
み
る
と
、
筒
袖
に
海
老
茶
袴
を
長
目
に
着
な
が
し
た
も
の
で
、
鶴
嶺
女
学
校
も
県

立
女
学
校
も
同
様
だ
っ
た
と
い
う
。
創
立
当
時
、
良
家
の
令
嬢
た
ち
が
桃
割
の
髪
形
に
長
袖
に
お
太
鼓
の
服
装
で
登
校
し
て
い
た
頃
か



ら
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
少
し
ず
つ
女
学
生
の
風
俗
に
も
変
化
が
見
ら
れ
て
い
た
。

さ
て
、
こ
の
頃
の
鶴
嶺
女
学
校
の
経
営
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
『
沿
革
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
明
治
四
十
年
四
月
新
穂
義
邦
氏
校
長
ト

ナ
ル
、
当
時
校
勢
振
ハ
ズ
経
営
亦
困
難
ニ
陥
リ
シ
為
メ
有
志
者
奔
走
尽
力
シ
漸
ク
之
ヲ
維
持
セ
リ
」
と
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
三

十
五
年
四
月
三
日
か
ら
は
、
校
長
島
津
サ
エ
子
に
代
っ
て
上
床
惟
為
が
事
務
を
執
っ
て
い
た
が
、
翌
年
四
月
、
上
床
病
い
の
故
に
職
を

No. 1 

辞
し
た
た
め
島
津
サ
エ
子
が
再
び
事
務
を
執
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
九
年
創
設
以
来
約
十
年
島
津
サ
エ
子
が
校
長
職
に
あ
る

聞
に
は
、
中
央
か
ら
川
村
純
義
伯
爵
(
海
軍
元
帥
)
・
高
木
兼
寛
男
爵
(
軍
医
総
監
)
・
長
崎
省
吾
(
宮
内
省
調
度
局
長
)
の
視
察
を
受
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け
た
り
、
樺
山
資
紀
伯
爵
が
夫
人
同
伴
で
卒
業
式
に
臨
席
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
慶
事
も
多
く
、
よ
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
経
営
の
方
は
決
し
て
順
調
に
ゆ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
原
文
は
続
く
。
「
小
松
文
雄
氏
藤
武
新
兵

衛
氏
等
ノ
如
キ
ハ
維
持
資
金
ヲ
造
成
セ
ン
ガ
為
メ
ニ
画
会
ヲ
催
シ
七
百
余
円
ヲ
得
テ
以
テ
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
リ
・
:
:
・
」
し
か
し
な
が
ら
、
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新
校
長
の
計
画
は
意
の
知
く
な
ら
ず
、
在
職
期
間
わ
ず
か
九
ヶ
月
に
し
て
新
穂
義
邦
は
校
長
の
座
を
お
り
る
こ
と
〉
な
っ
た
。
彼
は
の

ち
に
熊
本
県
の
玉
名
女
子
職
業
学
校
に
転
じ
て
い
る
。

後
任
人
事
は
萩
原
英
子
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
男
爵
島
津
長
丸
夫
人
治
子
に
白
羽
の
矢
が
当
た
る
。
時
に
明
治
四
十
年

十
二
月
で
あ
っ
た
。
島
津
治
子
女
史
校
主
校
長
と
な
る
や
、
同
月
、
顧
問
に
島
津
サ
エ
子
・
萩
原
英
子
、
商
議
員
に
岩
崎
行
親
・
町
田

実
一
・
泥
谷
良
次
郎
・
佐
々
木
寛
・
有
川
貞
寿
・
愛
甲
兼
達
・
黒
川
澄
江
・
渋
谷
寛
・
小
松
実
・
宮
里
正
静
・
折
田
兼
至
・
元
吉
秀
三

郎
と
い
っ
た
人
た
ち
を
嘱
託
し
た
上
で
、
鋭
意
校
紀
の
刷
新
に
の
り
出
し
た
。
ち
な
み
に
、
校
長
島
津
治
子
は
鹿
児
島
中
学
造
士
館
長

島
津
珍
彦
の
娘
で
、

の
ち
東
宮
女
官
長
に
抜
て
き
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
建
国
の
精
神
に
も
と
づ
き
薩
摩
古
来
の
美
風
を

尊
重
し
て
「
内
剛
外
柔
」
の
婦
徳
を
養
お
う
と
い
う
わ
け
で
、
良
妻
賢
母
型
の
女
子
教
育
を
推
進
し
た
。
や
が
て
、
士
族
出
身
の
花
嫁

学
校
と
し
て
東
京
で
も
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
る
こ
の
学
校
は
、
第
三
代
校
長
島
津
治
子
の
就
任
を
期
し
て
一
大
改
革
を
実
施
す
る



の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
泥
谷
良
次
郎
小
松
実
の
両
氏
ハ
学
則
及
ビ
章
程
ヲ
起
草
シ
岩
崎
行
親
氏
ハ
校
地
選
定
ノ
衝
ニ
当
リ
愛
甲
兼
達
氏
ハ
寄
附

金
ノ
件
ニ
ツ
キ
公
爵
島
津
家
ト
交
渉
ノ
任
ニ
当
リ
各
其
斡
旋
ノ
労
ヲ
取
レ
リ
。
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
島
津
家
を
背
景
に
、

県
教
育
界
の
第
一
人
者
を
動
か
し
て
、
新
天
地
に
道
を
開
こ
う
と
す
る
意
気
込
み
で
あ
っ
た
。
市
内
清
水
町
一
三
八
番
地
に
新
築
移
転

を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、
公
爵
島
津
忠
重
か
ら
六
、

五
O
O円
、
侯
爵
松
方
正
義
か
ら
三

O
O円
、
有
志
・
校
友
会
員
か
ら
一
、
二

O

O
円
に
の
ぽ
る
多
額
の
寄
付
を
受
け
て
い
る
事
実
一
つ
を
と
り
出
し
て
み
て
も
、
改
革
の
性
格
や
意
義
が
想
像
で
き
る
。
以
下
、
教
育

二見:鶴嶺女学校について

の
内
容
を
考
察
し
て
み
た
い
。

鶴
嶺
女
学
校
の
教
育
綱
領
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
二
年
三
月
で
あ
っ
た
。
日
く
「
我
国
建
国
ノ
精
神
ニ
基
キ
薩
摩
古
来
ノ

美
風
ヲ
尊
重
シ
テ
内
剛
外
柔
ノ
婦
徳
ヲ
養
ヒ
以
テ
現
代
ニ
処
セ
シ
ム
」
。
こ
の
婦
徳
を
如
何
に
し
て
「
現
代
」
に
生
か
し
て
き
た
の
か
、
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先
ず
は
同
校
の
学
則
を
追
い
な
が
ら
考
察
の
歩
を
進
め
た
い
。

同
年
二
月
改
正
さ
れ
た
学
則
に
よ
れ
ば
、
修
業
年
限
・
入
学
程
度
・
教
科
目
等
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

本
科
(
二
箇
年
・
尋
常
小
学
校
六
年
卒
業
以
上
ノ
学
力
ア
ル
者
)
H
H

修
身
・
国
語
・
算
術
・
地
理
・
歴
史
・
理
科
・
家
事
・

裁
縫
・
図
画
・
唱
歌
・
割
烹
・
体
操
(
但
志
望
ニ
ヨ
リ
英
語
挿
花
点
茶
ヲ
授
ク
)

技
芸
科
(
一
箇
年
・
高
等
小
学
校
卒
業
以
上
ノ
学
力
ア
ル
者
)
H
H

修
身
・
国
語
・
図
画
・
家
事
・
裁
縫
・
編
物
・
刺
繍
・
割

烹
・
園
芸
・
音
楽
(
但
志
望
ニ
ヨ
リ
挿
花
点
茶
ヲ
授
ク
)

補
習
科
(
一
箇
年
・
本
科
及
ビ
技
芸
科
卒
業
生
又
ハ
之
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ア
ル
者

)
1

物
・
刺
繍
・
算
術
・
挿
花
・
歴
史
・
理
科
・
英
語
・
図
画
・
点
茶
・
音
楽
・
体
操

物
刺
繍
ノ
外
ハ
一
科
又
ハ
数
科
ヲ
選
修
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
)

修
身
・
国
語
・
家
事
・
裁
縫
・
編

(
但
修
身
教
育
国
語
家
事
裁
縫
編



従
来
、
同
校
の
入
学
資
格
は
高
等
小
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
あ
る
者
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
義
務
教
育
年
限
延
長
に
よ
り
、

明
治
四
十
年
以
降
尋
常
小
学
校
が
六
年
制
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
か
〉
る
改
正
が
行
わ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。

さ
ら
に
、
翌
四
十
三
年
三
月
、
学
則
を
改
正
一
凶

γ
技
芸
科
を
二
つ
に
分
け
、
尋
常
小
学
校
六
箇
年
卒
業
以
上
の
学
力
あ
る
者
を
入
学

程
度
と
す
る
修
業
年
限
二
箇
年
の
「
技
芸
科
一
部
」
と
、
高
等
小
学
校
卒
業
以
上
の
者
を
入
れ
る
修
業
年
限
一
箇
年
の
「
技
芸
科
二
部
」

No. 1 

と
し
た
ほ
か
、
新
た
に
、
「
裁
縫
研
究
科
」
を
置
い
て
い
る
。
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裁
縫
研
究
科
(
六
箇
月
以
上
・
本
校
本
科
卒
業
以
上
ノ
学
力
ア
ル
者

)
l
修
身
・
裁
縫
・
袋
物
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こ
の
よ
う
に
、
島
津
治
子
新
校
長
就
任
に
よ
っ
て
鶴
嶺
女
学
校
は
施
設
・
内
容
と
も
画
期
的
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
〉
な
る
。
こ
〉
で

つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
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予
算
面
に
注
目
し
て
み
る
と
、

O
明
治
四
十
一
年
度

四
、
二
=
二
円
七
七
一

O
明
治
四
千
二
年
度

四

一
O
一
円
七
七
一

0
明
治
四
十
三
年
度

五、

O
三
三
円
(
内
、
八

O
O円
は
鹿
児
島
県
か
ら
の
補
助
金
)

0
明
治
四
十
四
年
度

五
、
八
一
五
円
一
五

O
(内
、
八

O
O円
は
県
費
補
助
金
)

O
明
治
四
十
五
年
度

七
、
四
七
三
円
(
内
、
穴

O
O円
は
県
費
補
助
金
)

一、

0
0
0円
は
県
費
補
助
金
)

て

O
O
O円
は
県
費
補
助
金
)

O
大
正
二
年
度

七
、
二
六
二
円
(
内
、

O
大
正
三
年
度

六
、
八
六
二
円
(
内
、

以
下
略



鹿
児
島
県
か
ら
の
補
助
金
が
予
算
の
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
い
う
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、

大
口
の
寄
附
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
先
述
の
新
築
移
転
の
実
例
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

新
築
移
転
は
明
治
四
十
二
年
三
月
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
施
設
の
規
模
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

O
校
舎
二
階
建
新
築

建
坪
六
三
坪

0

旧
校
舎
移
転

建
坪
(
一
棟
)

O
校
舎
ヲ
移
シ
寄
宿
舎
ニ
改
造

建
坪
六
八
坪

そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年
五
月
に
は
事
務
室
お
よ
び
教
室
の
増
築
を
起
工
し
て
お
り
、
大
正
三
年
三
月
の
「
現
怖
に
に
よ
れ
ば
、
校
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舎
四
八
八
坪
に
生
徒
総
数
三
九
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
増
改
築
は
続
き
、
大
正
七
年
に
は
二
階
建
寄
宿
舎
、
同
十
一
年
に
は
六
教
室
を

有
す
る
二
階
建
校
舎
、
翌
十
二
年
に
は
寄
宿
舎
改
築
(
三
七
七
坪
)
が
あ
る
。
こ
の
段
階
で
施
設
の
完
成
を
み
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な

で
あ
り
、
昭
和
十
二
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
普
通
教
室
一
二
、
特
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み
に
、
校
地
面
積
は
、

一
、
九

O
七
・

O
六
坪
(
内
借
地
八
一
坪
)

別
教
室
七
、
其
他
一

O
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
校
舎
延
坪
数
は
七

O
六
坪
で
あ
る
。

福
崎
里
羊
子
「
在
学
当
時
の
追
憶
」
に
は
、
「
:
:
:
(
卒
業
)
式
場
は
奉
安
庫
背
後
の
校
舎
の
二
階
、
左
側
一
段
底
地
に
技
芸
科
教
室

兼
寄
宿
舎
の
平
家
建
が
あ
っ
た
。
閑
静
清
浄
な
環
境
の
新
校
舎
で
の
初
の
卒
業
式
に
在
学
生
総
代
で
祝
辞
を
述
べ
た
私
の
思
出
は
、
懐

し
い
生
活
の
印
象
と
し
て
微
笑
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
:
:
:
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

新
校
舎
に
移
転
し
、
名
実
共
に
発
展
し
た
鶴
嶺
女
学
校
に
は
、
中
央
か
ら
の
大
物
政
治
家
た
ち
の
来
訪
が
絶
え
な
か
っ
た
。
明
治
末

期
に
限
っ
て
主
な
出
来
事
を
摘
記
し
て
み
よ
う
。

0
明
治
四
十
二
年
三
月
二
十
八
日

侯
爵
松
方
正
義
氏
(
視
察
)

O
同
年
五
月

逓
信
大
臣
後
藤
新
平
氏
(
視
察
)



O
同
年
十
一
月
九
日

文
部
大
臣
小
松
原
英
太
郎
氏
(
視
察
)

O
同
年
十
二
月
十
八
日

伯
爵
樺
山
資
紀
氏
夫
人
同
伴
(
視
察
・
生
徒
ニ
訓
話
)

0
明
治
四
十
三
年
五
月
十
八
日

内
務
省
地
方
局
長
床
次
竹
二
郎
氏
本
県
内
務
部
長
関
屋
貞
三
郎
氏
随
行
(
視
察
・
訓
話
)

0
同
年
九
月
二
十
九
日

海
軍
少
将
伊
地
知
彦
次
郎
氏
本
県
視
学
日
高
彦
市
民
随
行
(
参
観
・
訓
話
)

No.1 

O

明
治
四
十
四
年
五
月
十
二
日

農
商
務
大
臣
子
爵
大
浦
兼
武
、
農
務
局
長
下
岡
忠
治
、
農
商
務
大
臣
秘
書
官
堀
貞
、
国
民
新
聞
記
者

中
島
気
岬
、
大
和
新
聞
記
者
山
本
昇
、
本
県
内
務
部
長
沢
田
牛
麿
、
同
学
務
課
長
豊
田
勝
蔵
ノ
諸
氏
(
視
察
)

Vol. 5 

0
同
年
六
月
二
十
九
日

元
帥
海
軍
大
将
子
爵
井
上
良
馨
、
陸
軍
大
将
子
爵
大
迫
尚
敏
ノ
両
氏
(
視
察
・
訓
話
)

以
下
略

1984 
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中
央
か
ら
、
政
治
家
や
軍
人
が
視
察
の
た
め
来
訪
し
、
時
に
は
一
場
の
訓
話
が
な
さ
れ
る
、
こ
う
し
た
雰
囲
気
に
加
え
て
、
鶴
嶺
女

侯
爵
松
方
正

学
校
の
た
め
に
尽
力
し
た
要
人
へ
の
祝
意
贈
呈
の
機
会
も
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
、
「
明
治
四
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日

義
氏
ノ
金
婚
式
ニ
当
リ
生
徒
合
作
ノ
絹
糸
製
編
物
卓
子
掛
ヲ
贈
呈
シ
以
テ
祝
意
ヲ
表
シ
タ
リ
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
当
時
技
芸
科
二
部
に

在
学
中
の
川
辺
ナ
ヲ
や
野
元
サ
ト
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
上
記
記
念
品
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
生
徒
が
各
自
、

一
五
セ
ン
チ
四
方
ほ
ど

の
白
い
レ

l
ス
糸
の
作
品
を
持
ち
寄
り
、
裁
縫
教
諭
の
松
崎
ナ
ヲ
ら
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
共
同
製
作
を
し
た
の
だ
と
い
う
。
翌
年
コ
一

月
十
八
日
に
は
、
公
爵
島
津
忠
重
氏
婚
儀
に
際
し
、
長
さ
四
尺
夫
婦
松
の
刺
繍
額
と
花
瓶
敷
の
二
点
を
贈
呈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同

義
で
あ
ろ
う
。
島
津
治
子
校
長
の
父
親
で
あ
る
貴
族
院
議
員
男
爵
島
津
珍
彦
氏
葬
儀
に
は
職
員
生
徒
一
同
会
葬
し
榊
一
対
を
贈
進
し
て

い
る
。こ

う
し
た
諸
例
に
よ
っ
て
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
鶴
嶺
女
学
校
は
、
鹿
児
島
の
女
子
学
習
院
(
華
族
女
学
校
)
的
性
格
を
付
与
さ
れ
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表 1 鶴嶺女学校の卒業者数(その1) (人)

卒業回数(年月) 本 科 裁縫専科 計

① 明治 31.3 20 46 66 (70 ) 

② 32.3 29 30 59 (60 ) 

③ 33.3 57 50 107 (112 ) 

④ 34.3 49 40 89 (92 ) 

⑤ 35.3 110 28 138 ( 122) 

⑥ 36.3 91 29 120 ( 151 ) 

⑦ 37.3 90 44 134 ( 119) 

⑧ 38.3 73 27 100 (95 ) 

⑨ 39.3 89 37 126 ( 131 ) 

⑬ 40.3 79 38 117 ( 134 ) 

⑪ 41.3 96 50 146 ( 145) 

⑫ 42.3 120 52 172 ( 185) 

⑬ 43.3 112 85 197 ( 193) 

言十 1，015 556 1.571 ( 1.587 ) 

出典:同校「学校沿革史Jpp. 6~16 

※ 原文では，⑥回生と⑩回生の総教がそれぞれ 114と116になっていたが， 120と117に

訂正して小計を出した。

楽※ ( )は「四十周年記念誌Jp.59に記されている数値。

表2 鶴嶺女学校の卒業者数(その 2) (人)

卒業回数(年月) 本科
技芸科

研究科 補習科 高専 計

⑬ 明治 44.3 115 62 9 186 

⑬ 45.3 92 92 2 5 191 

⑬ 大 正 2.3 58 99 4 161 

⑫ 3.3 92 11 103 

⑬ 4.3 56 28 9 93 

⑬ 5.3 61 32 7 11 111 

@ 6.3 29 50 6 4 89 

@ 7.3 54 60 9 1 124 

② 8.3 46 61 18 19 144 

@ 9.3 59 94 16 5 174 

@ 10.3 58 96 32 186 

③ 11.3 97 97 36 250 

@ 12.3 124 117 241 

② 13.3 91 122 91 304 

⑧ 14.3 51 99 59 209 

出典同校「学校沿革史Jpp. 19~51 
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つ
〉
発
展
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
県
立
高
等
女
学
校
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
女
子
中
等
教
育
機
関
と
し
て
、
教
育
内
容
の
充

実
に
万
全
を
期
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
〉
で
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
鶴
嶺
女
学
校
の
卒
業
者
数
(
表
1
・
表
2
)
を
掲
載
し
て
お

く

、
鶴
嶺
高
等
女
学
校
の
成
立

No.1 

鶴
嶺
女
学
校
に
実
科
高
等
女
学
校
が
併
置
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
五
年
三
月
で
あ
っ
た
。
清
水
町
に
移
転
改
築
し
て
三
年
目
、
「
規
模

Vol. 5 

ノ
広
大
輪
集
ノ
壮
麗
全
ク
其
ノ
面
目
ヲ
一
新
」
し
た
鶴
嶺
女
学
校
に
は
、
「
校
運
頓
ニ
勃
興
シ
島
津
校
長
ノ
学
徳
ヲ
欣
慕
シ
テ
入
学
ヲ
志

(
お
)

望
ス
ル
モ
ノ
翁
然
ト
シ
テ
遠
近
並
ビ
至
リ
:
:
:
」
と
称
讃
さ
れ
る
程
に
新
し
い
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
補
習
科
や
裁
縫
研
究
科

1984 

の
充
実
に
加
え
て
、
高
等
女
学
校
令
改
正
(
明
治
四
十
三
年
)
に
伴
う
、
実
科
高
等
女
学
校
の
法
制
化
が
そ
の
契
機
と
な
っ
た
よ
う
で

巧

d'
i
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あ
る
。
残
念
な
が
ら
修
業
年
限
三
箇
年
程
度
の
新
課
程
が
ど
ん
な
教
科
目
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
か
、
鶴
嶺
女
学
校
側
の
記
録

に
は
見
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
補
う
た
め
に
、
こ
〉
で
実
科
高
等
女
学
校
の
制
度
に
つ
い
て
一
般
的
な
考
察
を
加
え
て

お
き
た
い
。

高
等
女
学
校
の
生
み
の
親
と
さ
れ
る
樺
山
資
紀
文
相
が
郷
土
の
女
学
校
「
鶴
嶺
」
に
特
別
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
樺
山
の
女
子
教
育
観
を
こ
〉
で
見
て
み
よ
う
。
「
健
全
ナ
ル
中
等
社
会
ハ
独
リ
男
子
ノ
教
育
ヲ
以
テ
養
成
ス
へ

キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
賢
母
良
妻
ト
相
倹
チ
テ
善
ク
其
家
ヲ
斉
へ
始
テ
以
テ
社
会
ノ
福
利
ヲ
増
進
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
へ
シ
」
と
い
う
指
摘
は
、

明
治
三
十
二
年
高
等
女
学
校
の
設
置
目
的
に
関
し
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
等
女
学
校
は
、
国
民
教
育
に
お
け
る

社
会
的
分
業
と
、
女
性
国
有
の
教
育
つ
ま
り
良
妻
賢
母
主
義
の
二
面
性
が
成
立
当
初
か
ら
規
定
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
樺
山

以
後
文
部
省
の
て
こ
入
れ
も
あ
っ
て
、
公
立
女
学
校
は
良
妻
賢
母
主
義
に
基
づ
く
高
等
女
学
校
一
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、



私
立
の
場
合
も
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
女
学
校
の
一
部
を
除
い
て
、
公
教
育
体
制
の
中
へ
次
第
に
組
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
す

べ
き
こ
と
は
高
等
女
学
校
の
二
分
化
現
象
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
部
省
は
、
明
治
四
十
一
年
五
月
、
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
を
改

正
し
、
学
校
差
、
地
域
差
に
応
じ
て
時
間
配
当
の
自
主
裁
量
を
認
め
る
方
針
を
打
出
し
た
の
で
あ
る
。
「
実
務
的
良
妻
賢
母
の
養
成
」
を

め
ざ
す
地
方
型
の
中
堅
主
婦
の
育
成
が
、
従
来
高
等
女
学
校
の
主
流
を
占
め
た
都
市
型
の
上
流
主
婦
の
育
成
と
並
ん
で
要
請
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
実
科
高
等
女
学
校
が
「
主
ト
シ
テ
家
政
ニ
関
ス
ル
学
科
ヲ
修
メ
ン
ト
ス
ル
者
」
を
対
象
と
し
て
設
置
さ
れ

そ
の
実
際
は
「
勤
労
ヲ
厭
ハ
サ
ル
美
風
ヲ
失
ハ
サ
ラ
シ
メ
質
素
勤
勉
ノ
気
風
ヲ
養
成
セ
シ
メ
」
る
こ
と

る
よ
う
に
な
っ
た
わ
げ
だ
が
、
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を
目
的
に
、
全
時
間
の
約
半
分
を
家
事
、
裁
縫
科
に
充
て
、

そ
の
上
に
修
身
や
国
語
な
ど
を
通
じ
て
家
族
国
家
観
を
体
得
さ
せ
る
と
い

う
形
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
鶴
嶺
女
学
校
は
、
創
設
当
初
か
ら
実
科
高
等
女
学
校
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
大
正
期
前

半
は
、
か
〉
る
時
勢
を
そ
の
ま
〉
映
し
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
正
二
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
「
六
月
六
日

η
F
L
M
 

円，e

前
田
正
名
氏
本
校
ヲ

視
察
シ
一
場
ノ
訓
話
ヲ
与
へ
ラ
レ
タ
リ
」
「
八
月

東
京
実
践
女
学
校
長
下
田
歌
子
女
史
ヲ
鴨
シ
本
県
女
子
師
範
学
校
々
舎
ヲ
借
リ
家
政

学
一
一
関
ス
ル
夏
季
講
習
会
ヲ
開
キ
タ
リ
」
「
十
二
月
十
六
日

前
外
務
大
臣
内
田
康
哉
氏
本
校
ヲ
視
察
シ
生
徒
ニ
対
シ
一
場
ノ
訓
話
ヲ
与

ヘ
ル
」
と
あ
る
。
下
回
歌
子
の
家
政
学
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
か
あ
わ
せ
て
注
目
し
た
い
。

大
正
三
年
三
月
に
は
、
実
科
の
第
一
回
生
七
六
名
が
第
十
七
回
鶴
嶺
卒
業
生
技
芸
科
九
二
名
研
究
科
一
一
名
と
共
に
卒
業
し
た
。
翌

大
正
四
年
三
月
に
は
、
県
知
事
の
認
可
を
受
け
、
鶴
嶺
女
学
校
に
高
等
専
攻
科
を
新
設
し
て
実
科
高
等
女
学
校
卒
業
以
上
の
者
の
学
習

の
便
宜
を
聞
く
と
共
に
補
習
科
を
廃
止
し
て
い
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
爾
来
毎
年
度
末
「
現
況
」
の
中
で
生
徒
の
内
訳
は
実
科
ノ
部
、

鶴
嶺
ノ
部
と
二
分
し
て
そ
の
人
数
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
卒
業
生
の
項
を
見
る
と
、
両
者
の
回
数
を
別
々
に
し
て
い
る
点
は
上

記
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
第
十
七
回
鶴
嶺
卒
業
生
以
降
は
本
科
が
姿
を
消
し
て
い
る
。



大
正
期
前
半
は
、
こ
の
よ
う
に
鶴
嶺
女
学
校
の
本
科
に
代
わ
っ
た
形
で
併
設
の
実
科
高
等
女
学
校
が
次
第
に
充
実
し
て
い
く
時
期
で

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

あ
っ
た
が
、

そ
の
他
注
目
す
べ
き
点
を
列
挙
す
れ
ば
、

O
大
正
三
年
十
二
月
十
四
日

校
友
会
雑
誌
『
ひ
な
つ
る
』
第
一
号
ヲ
発
行
ス

O
大
正
四
年
十
一
月
三
日

校
歌
ヲ
制
定
ス

No.1 

O
大
正
五
年
一
月
十
九
日

天
皇
陛
下
御
真
影
ヲ
拝
戴
ス

O
同
年
十
月
二
十
四
日

皇
后
陛
下
ノ
御
真
影
ヲ
拝
戴
ス

Vol. 5 

O
大
正
六
年
十
一
月
十
二
日

朝
鮮
留
学
生
洪
島
子
本
校
へ
入
学
セ
リ

O
大
正
七
年
四
月

生
徒
ノ
制
服
ヲ
定
ム

1984 

と
、
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
正
八
年
九
月
十
九
日
に
は
、

正
式
の
学
校
名
が
「
鶴
嶺
女
学
校
及
び
鶴
嶺
実
科
高
等
女
学
校
」
と
な
っ

qa 
ヴ

d
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た
。
私
立
の
二
字
が
省
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
鶴
嶺
実
科
高
等
女
学
校
の
呼
称
は
わ
ず
か
半
年
で
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
翌
大
正
九
年
三
月
十
三
日
、
鶴
嶺
実

科
高
等
女
学
校
の
組
織
を
変
更
し
て
、
鶴
嶺
高
等
女
学
校
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
修
業
年
限
四
箇
年
の
本
科
に
同
二

箇
年
の
実
科
を
併
置
し
、
従
来
の
高
等
専
攻
科
は
之
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
た
。
教
科
組
織
は
高
等
女
学
校
令
に
専
ら
準
拠
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

思
う
に
、
鶴
嶺
は
、
家
政
科
的
内
容
を
主
流
と
し
な
が
ら
も
、
常
に
上
流
主
婦
の
育
成
を
目
的
と
す
る
地
方
女
学
校
で
あ
っ
た
。
薩

摩
古
来
の
婦
徳
を
「
現
代
」
に
処
せ
し
む
と
い
う
教
育
綱
領
を
生
か
し
て
、
常
に
前
進
し
て
い
く
と
こ
ろ
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
大
正
期
後

半
は
鶴
嶺
が
名
実
共
に
本
領
を
発
揮
し
た
時
期
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
状
況
を
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら
辿
っ
て
み
る
。

は
じ
め
に
、
予
算
規
模
の
変
遷
を
み
て
み
た
吋
r



O
大
正
六
年
度

県
費
補
助
金
一
、

0
0
0円
を
合
し
て
六
、
五
八
九
円
九
三

O

O
大
正
七
年
度

県
費
一
、

0
0
0円
を
合
し
て
八
、

一
二
七
円
八
六

O

O
大
正
八
年
度

県
費
一
、
五

O
O円
を
合
し
て
一
二
、
七
一
八
円
O
三
O

O
大
正
九
年
度

県
費
二
、
五

O
O円
を
合
し
て
二
八
、
五
五
二
円
八
六

O
大
正
十
年
度

県
費
三
、

0
0
0円
を
合
し
て
四
一
、

一
五
五
円
一
八

O

O
大
正
十
一
年
度

県
費
三
、

0
0
0円
を
合
し
て
四
五
、
四
八
二
円
五
五

O

二見:鶴嶺女学校について

O
大
正
十
二
年
度

県
費
三
、

0
0
0円
を
合
し
(
以
下
不
明
)

O
大
正
十
三
年
度

県
費
三
、

0
0
0円
を
合
し
て
四
九
、
七
八
二
円
五
八
銭

以
下
略
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県
費
に
よ
る
補
助
金
が
三
倍
に
増
額
し
て
い
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
八
年
間
に
総
予
算
額
が
約
七
倍
に
増
え
て
い
る
こ
と
は

注
目
に
値
す
る
。

発
展
の
様
子
を
示
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
点
は
校
舎
規
模
で
あ
る
。
大
正
五
年
三
月
の
四
八
八
坪
が
大
正
十
一
年
に
は
九
三
八
坪
、

翌
十
二
年
に
は
、

て
二
五

O
坪
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
施
設
拡
充
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

続
い
て
、
教
員
数
・
生
徒
数
の
変
化
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
大
正
六
年
三
月
段
階
で
は
教
員
一
八
名
に
対
し
て
生
徒
三
三
四
名
(
内

訳

実
科
ノ
部
一
六
九
・
鶴
嶺
ノ
部
一
六
五
)
で
あ
っ
た
の
が
、
大
正
九
年
に
は
、
二
五
名
対
五
二

O
名
(
内
訳

高
女
ノ
部
二
五
一
・

鶴
嶺
ノ
部
二
六
九
)
と
な
り
、
大
正
十
一
年
に
は
、
三
一
名
対
八
二
一
名
(
内
訳

高
女
本
科
二
九
一
・
同
実
科
二
七
三
・
鶴
嶺
ノ
部

二
五
七
)
、
大
正
十
三
年
に
は
、
四
二
名
対
一
、

三
三
一
名
(
内
訳

高
女
本
科
四
二
四
・
同
実
科
三
五
二
・
鶴
嶺
ノ
部
三
六
五
)
と
そ

れ
ぞ
れ
二

1
三
倍
に
増
え
て
い
る
。
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No.l 

全四
月

全 全全

六
日

十
二
日

十
四
日

Vol. 5 1984 

全

十

六

日

全

十

七

日

全
二
十
一
日

全
二
十
九
日

全

三

十

日

五

月

三

日
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全全全全全

十
三
日

十
六
日 冊

一
晶
表
日
誌
抄

全全

十
九
日

二
十
日

全
二
十
五
日

五回
日日

始
業
式

入
撃
考
査
及
身
体
検
査
、
午
後
四
時
合

格
者
獲
表

入
園
宇
式
江
島
教
諭
新
任
式

軍
旗
祭
に
上
級
生
参
列

照
園
紳
祉
に
診
て
動
事
祭
執
行
、
後
吉

野
無
電
局
へ
新
入
生
歓
迎
遠
足

身
体
検
査
(
膏
在
校
生
)

故
島
津
長
丸
男
僑
墓
参

生
徒
役
員
任
命

天
長
節
奔
賀
式

有
馬
教
諭
告
別
式

九
州
一
周
旅
行
園
出
費
(
引
卒
者
森

川
、
野
島
教
諭
)

熊
本
方
面
旅
行
出
費
(
引
卒
者
羽
田
、

朝
倉
教
諭
)

一
、
二
年
其
他
残
留
組
吾
平
山
陵
参
拝

九
州
一
周
旅
行
回
無
事
蹄
着

熊
本
方
面
旅
行
圃
無
事
蹄
着
、
山
口
教

諭
告
別
式

旅
行
報
告
曾

児
玉
教
諭
新
任
式
、
父
兄
後
援
曾
線
曾

九
日

十
三
日

全
二
十
七
日

全
二
十
九
日

全

三

十

日

六
月
一
回

全

四

日

全

八

回

全

十

八

日

全

二

十

日

全
二
十
五
日

七
日

全
二
十
九
日

七

月

三

日

1¥ 
日

全全全

九
日

全 全

八六四
日 目白

良
子
女
王
殿
下
御
台
臨
記
念
日

校
長
先
生
全
園
高
等
女
筆
校
長
舎
議

へ
出
席
の
爵
上
京

薩
摩
義
士
記
念
日
に
つ
き
職
員
生
徒

参
奔

海
軍
記
念
日
、
校
長
先
生
の
講
話
あ

nJ
。

中
間
考
査
施
行
(
向
ふ
五
日
間
)

故
東
郷
元
帥
二
周
年
、
墓
参
を
な
す
。

本
校
創
立
記
念
日
、
神
撰
回
播
種

ム
シ
歯
車
庫
防
デ
l
に
つ
き
校
長
訓
話

時
の
記
念
遁
問
、
各
自
生
活
表
記
入

軍
事
講
演
(
講
師
常
盤
艦
長
)

専
攻
科
生
常
磐
艦
に
が
け
る
海
軍
点

呼
見
事
、
衛
生
講
話
(
講
師
有
馬
講
士
)

敬
愛
園
女
嘗
前
回
女
史
の
『
敬
愛
聞
事

情
に
つ
い
て
』
の
講
演
あ
り

撃
期
末
考
査
開
始
(
七
月
三
日
迄
)

九
州
歯
科
書
尊
講
演
部
の
口
腔
衛
生

に
閲
す
る
講
演
あ
り

南
座
に
診
げ
る
軍
事
映
豊
田
見
畢

水
泳
の
矯
め
の
身
体
検
査
を
行
ふ

本
日
よ
り
水
泳
寅
施
の
筈
な
り
し
も

雨
天
の
た
め
中
止

水
泳
開
始

本
日
よ
り
鶴
嶺
紳
赴
境
内
に
診
け
る

-175一



全全全

十
五
日

十
六
日

十
七
日

全

十
八
日

全
二
十
五
日
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九

月

三

日

全

十

一

日

全

十

二

日

全企

十
四
日

十
六
日

全

十
八
日

全
二
十
四
日

全
二
十
五
日

全
二
十
六
日

林
間
授
業
開
始

水
泳
練
習
及
林
間
授
業
終
了

故
長
丸
男
国
墓
参

終
業
式
、
本
懸
女
子
中
等
筆
校
陸
上
競

技
大
舎
選
手
推
戴
式

興
正
寺
に
診
て
市
内
居
住
生
徒
の
教

護
曾
開
催
、
本
日
よ
り
二
十
五
日
迄
補

習
科
生
其
他
軍
需
品
製
作
を
な
す
。

本
賑
女
子
中
等
撃
校
陸
上
競
技
大
舎

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
参
加
し
少
年
部
優

勝第
二
事
期
始
業
式

防
護
マ

l
ク
全
生
徒
着
用

明
十
三
日
(
日
曜
)
乃
木
将
軍
夫
妻
記

念
日
に
つ
き
校
長
の
講
話
あ
り
。

本
校
防
護
圃
組
織
さ
る

今
明
日
豚
下
一
切
防
空
演
習
行
は
る
。

本
日
よ
り
乃
木
静
子
夫
人
誕
生
地
掃

除
番
に
嘗
り
四
イ
撃
級
よ
り
始
む
。

四
十
五
聯
隊
の
新
兵
機
質
戟
射
撃
を

鴨
池
海
岸
に
て
見
事

江
島
教
諭
告
別
式

南
洲
翁
記
念
日
に
つ
き
代
表
撃
級
参

奔
官
修
墓
地
祭
典
に
も
参
列
す
。

渡
部
教
諭
新
任
式

市
内
小
事
校
長
等
授
業
参
観
さ
る

十
月

全全全全

六
日

九
日

十
二
日

十
四
日

十
六
日

全
二
十
二
日

全
二
十
三
日

全
二
十
八
日

全

十
日

十
一
月
三
日

全

九

回

全

十

日

全

十

日

全

十
七
日

全
二
十
四
日

全
二
十
六
日

全
二
十
七
日

撃
級
自
治
曾

生
徒
役
員
舎
、
朝
倉
教
諭
告
別
式

石
原
教
諭
新
任
式

石
神
教
諭
告
別
式
、
西
教
諭
新
任
式

秋
季
遠
足
を
行
ふ
、
上
級
生
は
棲
島
登

山
其
他
は
千
貫
平

展
覧
曾
製
作
品
目
録
作
製

師
肺
紹
魂
祭
参
列
(
本
四
、
賓
二
)

照
園
公
記
念
日
及
妙
園
寺
詣
り
に
つ

き
講
話
あ
り
。

教
育
勅
語
下
賜
記
念
日
に
つ
き
講
話

本
日
よ
り
冬
服
着
用

明
治
節
奔
賀
式
、
体
育
デ
l

本
日
よ
り
勤
倹
週
間

園
民
精
榊
作
興
詔
書
下
賜
記
念
日
に

つ
き
講
話
、
後
講
師
岡
積
先
生
の
固
体

詩
講
義
及
吟
詠
あ
り
。

侍
従
御
差
遣
記
念
日
、
小
撃
義
曾
を
催

す。御
親
閲
奔
受
記
念
日
(
昭
和
十
年
)
本

日
よ
り
パ
ザ

l
の
食
券
を
寅
捌
く
。

講
師
岡
積
先
生
御
指
導
の
下
に
園
体

詩
吟
詠

昭
和
六
年
御
親
閲
奔
受
記
念
日
に
つ

き
伊
敷
に
珍
げ
る
記
念
式
に
参
列

展
覧
曾
並
パ
ザ

l
曾
場
準
備
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創
立
二
十
五
年
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
の
は
大
正
十
一
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。
同
月
十
七
日
に
は
、
鹿
児
島
新
聞
社
主
催
に
よ
る

県
下
中
等
学
校
女
生
徒
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
初
め
て
聞
か
れ
た
が
、
鶴
嶺
も
こ
れ
に
参
加
し
、
リ
レ

l
・レ

l
ス
に
優
勝
し
て
い
る
。

大
正
十
二
年
、
久
遁
宮
ら
来
鹿
の
折
、
鶴
嶺
高
等
女
学
校
も
訪
問
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
の
状
況
を
原
文
に
て
再
現
し
て
お
く
。

「
(
五
月
)
十
九
日

久
遁
宮
妃
殿
下
ニ
ハ
良
子
女
王
信
子
女
王
両
殿
下
ヲ
伴
ハ
セ
ラ
レ
午
後
三
時
本
校
へ
御
台
臨
ア
ラ
セ
ラ
ル

No.1 

千
有
余
名
ノ
生
徒
ハ
本
校
門
前
南
側
ニ
整
列
奉
迎
シ
鶴
嶺
幼
稚
園
ノ
児
童
ハ
校
庭
ニ
妙
テ
奉
迎
シ
タ
リ

殿
下
ニ
ハ
島
津
校
長
ノ

先
導
ニ
ヨ
リ
予
テ
準
備
ノ
御
室
ニ
成
ラ
セ
ラ
ル
三
殿
下
ニ
ハ
暫
時
御
休
憩
ノ
後
校
長
ノ
先
導
ニ
テ
教
室
ニ
成
ラ
セ
ラ
レ
川
上
諭
逸
ノ

Vol. 5 

本
科
二
年
英
語
教
授
及
ビ
園
児
ノ
遊
技
ヲ
御
覧
遊
ハ
サ
レ
三
殿
下
輿
ニ
入
ラ
セ
ラ
レ
屡
微
笑
ヲ
湛
へ
御
物
語
ア
ラ
セ
給
ヒ
予
定
ノ
十

1984 

五
分
間
ハ
既
ニ
経
過
シ
二
十
五
分
ヲ
経
テ
県
立
第
二
高
等
女
学
校
ニ
向
ハ
セ
ラ
ル
」

こ
れ
は
、
鶴
嶺
が
皇
室
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。
同
年
十
月
二
十
七
日
、
島
津
校
長
が
東
宮
女

η
t
 

句

4'
i
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官
長
に
選
ば
れ
た
た
め
、
男
爵
島
津
長
丸
が
新
校
長
に
就
任
し
た
こ
と
、
翌
年
二
月
十
一
日
、
良
子
女
王
陛
下
御
台
臨
紀
念
碑
除
幕
式

を
挙
行
し
た
こ
と
、
同
月
十
六
日
に
は
島
津
校
長
が
東
京
で
拝
受
し
た
良
子
女
王
陛
下
御
詠
の
拝
戴
式
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
、
十
月
二

十
三
日
、
東
宮
殿
下
御
影
の
拝
戴
式
を
講
堂
で
開
い
た
こ
と
、
な
ど
の
ほ
か
、
前
校
長
島
津
治
子
の
講
演
会
や
皇
室
関
係
者
の
来
訪
な

ど
が
相
続
い
で
い
る
。

大
正
十
二
年
に
就
任
し
た
教
諭
山
元
ス
ギ
は
回
想
録
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
:
:
:
当
時
校
長
先
生
は
島
津
治
子
先
生
、
副
校
長
宮
里
、
勝
目
両
先
生
の
も
と
に
多
数
の
生
徒
は
常
に
校
長
先
生
の
徳
風
を
慕
ひ
、

そ
の
熱
誠
に
景
何
し
て
居
り
ま
し
た
。
同
年
(
大
正
十
二
年
)
十
月
、
本
校
の
た
め
に
は
淘
に
惜
い
こ
と
な
が
ら
校
長
先
生
は
東
宮

女
官
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
畏
く
も
未
来
の

国
母

陛
下
の
御
側
近
の
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
を
失
ふ
こ
と
は
残
念
な
が
ら
、
先

生
の
御
光
栄
は
全
国
女
学
校
を
通
じ
て
比
類
な
い
本
校
の
光
栄
と
も
存
じ
、
悦
ん
で
御
送
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。
幸
ひ
に
、
御
夫
君



島
津
長
丸
男
爵
を
校
長
先
生
と
何
ぐ
事
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
重
ね
重
ね
の
本
校
の
名
誉
で
あ
り
悦
び
で
御
座
ひ
ま
し
た
。
先
生
は
、

そ
の
由
緒
あ
る
御
家
柄
の
為
か
、
淘
に
温
厚
慈
父
の
如
き
玲
曜
な
御
人
格
で
し
た
。
」

「
昭
和
二
年
二
月
一
日
に
島
津
長
丸
先
生
は
東
都
に
葬
去
せ
ら
れ
、
同
時
に
再
び
島
津
治
子
先
生
を
校
長
先
生
と
し
て
お
迎
へ
致
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
然
る
に
治
子
先
生
は
既
に
東
都
の
教
育
、
社
交
界
に
枢
要
の
地
位
を
占
め
、
加
ふ
る
に
女
官
長
の
大
任
を
も

経
て
来
ら
れ
た
事
故
、
東
京
を
御
離
れ
難
い
御
事
情
に
て
、
同
四
年
に
は
伊
集
院
直
記
先
生
が
校
長
先
生
に
な
ら
れ
、
治
子
先
生
は

名
誉
校
長
と
し
て
遠
く
東
都
よ
り
、
そ
の
御
徳
風
を
九
州
の
南
端
に
ま
で
及
ぽ
さ
る
〉
事
と
な
り
ま
し
た
。
厳
正
謹
直
な
伊
集
院
先

二見:鶴嶺女学校について

生
の
も
と
に
、
学
校
は
ま
す
/
¥
平
和
順
調
な
発
展
を
致
し
ま
し
た
。
特
に
昭
和
六
年
四
月
よ
り
特
設
さ
れ
た
家
庭
科
は
、
其
の
頃

本
県
女
学
校
中
の
特
異
な
施
設
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
年
以
来
、
立
派
な
花
嫁
さ
ん
は
数
多
く
世
に
出
て
、
何
時
と
は
な
し
に
、
花

嫁
学
校
と
言
は
る
〉
様
に
な
り
ま
し
た
。
唯
今
で
は
温
情
な
松
崎
な
を
子
先
生
の
老
練
な
御
指
導
に
依
っ
て
、
日
本
婦
人
の
伝
統
的
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な
婦
徳
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
授
け
ら
れ
て
、
ま
す
/
¥
世
に
家
庭
科
独
特
の
意
義
を
示
し
て
居
り
ま
す
。
:
:
:
」

長
文
に
百
一
っ
た
が
、
こ
の
中
に
、
当
時
鶴
嶺
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
科
は
、
昭
和
九
年
四
月
、
家

庭
寮
と
改
称
さ
れ
た
。
同
年
十
月
に
は
同
趣
旨
の
教
養
を
授
け
る
た
め
に
「
実
務
科
」
も
特
設
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
期
の
鶴
嶺
は
、
女
学
校
か
ら
高
等
女
学
校
へ
流
れ
が
移
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
科
(
家
政
科
)
的
教
育
内
容
を
創
立
以
来
の

伝
統
と
し
て
い
る
学
校
だ
け
に
、
高
等
女
学
校
本
科
生
の
他
に
、
同
実
科
や
鶴
嶺
女
学
校
裁
縫
科
(
元
技
芸
科
)
に
入
学
す
る
生
徒
も

多
く
他
の
高
等
女
学
校
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
な
雰
囲
気
が
漂
よ
っ
て
い
た
。
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
た
の

か
、
昭
和
十
一
年
を
事
例
と
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。



全
二
十
八
日

全
二
十
九
日

全

三

十

日

十
二
月
五
日

No. 1 

全全

九
日

十
一
日

Vol. 5 

全

十

四

日

全

十

六

日

全
一
十
三
日

全
二
十
四
日

一
月
一
回

全

八

日
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全

十

日

全

十

五

日

全

十

六

日

全

十

八

日

全
二
十
一
日

全
二
十
二
日

全
二
十
六
日

全
二
十
八
日

展
覧
舎
並
パ
ザ
l
陳
列
及
諸
準
備

四
十
周
年
記
念
展
覧
曾
並
パ
ザ

1

昨
日
の
後
始
末

公
曾
堂
に
除
け
る
市
主
催
慈
善
音
築

曾
を
希
望
者
は
聴
く
。

卒
業
皐
年
蘇
舎
見
事

卒
業
事
年
盲
唖
筆
校
、
工
業
試
験
場
、

薩
摩
製
紙
曾
枇
見
皐

血
字
期
末
考
査
開
始

卒
業
事
年
裁
剣
所
見
撃

故
長
丸
男
鶴
墓
参

終
業
式

四
方
奔
拝
賀
式

第
三
撃
期
始
業
式
、
伊
敷
練
兵
場
に
診

る
陸
軍
始
観
兵
式
見
皐

畑
慣
島
爆
毅
記
念
日
、
爆
職
安
嘗
日
の
情
況

講
話
及
非
常
時
避
難
演
習
を
行
ふ
。

事
級
自
治
曾

生
徒
役
員
曾

本
日
よ
り
十
日
間
の
寒
中
修
養
開
始

撃
挟
後
援
合
伎
員
舎

希
望
者
は
公
舎
堂
に
て
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
ユ
キ
の
ダ
ン
ス
と
音
繁
を
観
覧

赤
穂
義
士
記
念
日
、
輪
読
曾
と
浪
曲
大

曾
(
講
師
志
道
軒
大
舎
)

寒
中
修
養
終
了
、
精
勤
謹
授
輿
式

月
全全全全全全

四
日

五
日

六
日

十
日

十
一
日

十
六
日

全

十
七
日

全

十
八
日

全
二
十
六
日

全
二
十
八
日

三

月

三

日

全

六

日

全

十

三

日

全

十

六

日

全

十

八

日

全

二

十

日

上

日

海
事
嬰
記
念
講
話

故
長
丸
男
鶴
十
年
祭
(
降
雨
の
た
め
代

表
筆
級
参
列
)

黒
木
教
諭
告
別
式

撃
級
自
治
曾

生
徒
役
員
舎

公
舎
堂
に
珍
て
北
畠
氏
の
力
技
観
覧

紀
元
節
奔
賀
式

公
舎
堂
に
訟
で
映
画
『
軍
国
の
母
」
を

見
る
。

伊
敷
練
兵
場
に
診
け
る
第
一
一
艦
隊
観

兵
式
見
事

軍
事
講
演
(
講
師
偲
屋
少
佐
)
上
級
生

は
午
後
一
時
よ
り
軍
艦
長
門
見
筆

今
明
日
四
十
周
年
記
念
式
場
其
他
諸

準
備
を
な
す
。

創
立
四
十
周
年
記
今
年
益
事
行

八
日
ま
で
畢
年
考
査

地
久
節
奔
賀
式

校
外
遠
足
及
送
別
舎

謝
恩
曾

卒
業
式

修
業
式
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む

す

び

昭
和
十
五
年
、
鶴
嶺
高
等
女
学
校
は
鹿
児
島
市
に
移
管
さ
れ
た
。
昭
和
十
年
前
後
、
全
国
的
に
女
子
の
入
学
者
が
激
減
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
「
存
続
廃
止
ハ
鹿
児
島
市
ノ
任
意
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
鶴
嶺
高
等
女
学
校
ノ
名
称
ハ
鹿
児
島
市
一
一
蛤
テ
、
之
ヲ
継
承
ス
ル
モ

ノ
ト
ス
」
と
い
っ
た
付
帯
条
件
が
つ
い
て
い
た
。
こ
〉
に
、
さ
し
も
の
繁
栄
を
続
け
て
き
た
鶴
嶺
も
私
立
学
校
と
し
て
の
使
命
を
終
え

た
の
で
あ
る
。

二見:鶴嶺女学校について

第
二
次
大
戦
後
、
鹿
児
島
市
立
高
等
女
学
校
に
吸
収
さ
れ
、
現
在
、
玉
龍
高
等
学
校
の
源
流
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
九

年
十
月
五
日
、
母
校
跡
に
「
校
跡
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
が
、
鹿
児
島
県
女
子
教
育
の
先
駆
と
し
て
貢
献
し
た
鶴
嶺
の
役
割
は
、
今
や
歴

史
的
検
証
を
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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最
後
に
、
鶴
嶺
女
学
校
、
同
高
等
女
学
校
の
創
立
以
来
の
統
計
を
示
し
て
お
き
た
い
。
昭
和
十
二
年
の
創
立
四
十
周
年
の
折
に
ま
と

め
ら
れ
た
記
念
誌
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
に
も
と
づ
く
の
で
、

そ
れ
以
後
の
統
計
整
理
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
際
お
断
り
し

て
お
き
た
い

(表
3
・
表
4
)
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
学
制
改
革
で
高
等
女
学
校
は
廃
止
さ
れ
た
。
鶴
嶺
女
学
校
・
同
高
等
女
学
校
も
い
ず
れ
は
新
し
い
制
度
に
そ
っ

て
再
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
と
お
り
、
鶴
嶺
は
、
現
在
、
鹿
児
島
市
立
の
玉
龍
高
等
学
秘
)
の
前
身
校
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

そ
の
命
脈
を
わ
ず
か
に
保
持
し
て
い
る
。
四
十
九
年
間
に
六
、
一
二
三
九
名
の
卒
業
生
を
世
に
出
し
た
と
い
わ
れ

る
が
、
「
コ
コ
ニ
古
キ
歴
史
ト
伝
統
ヲ
誇
ル
同
校
ノ
旧
校
舎
跡
地
内
ニ
『
明
治
二
十
九
年
創
立
鶴
嶺
高
等
女
学
校
跡
』
ノ
文
字
ヲ
碑
ニ
刻

シ
、
以
ッ
テ
同
校
ノ
校
名
ヲ
後
世
ニ
ト
ド
メ
置
ク
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

幸
い
、
鹿
児
島
玉
龍
高
等
学
校
に
は
鶴
嶺
関
係
の
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
繕
き
な
が
ら
、
機
を
見
て
再
度
、
鶴
嶺
女
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表 3 鶴嶺女学校・同高等女学校の卒業者数 (人)

鶴嶺女主持校 鶴嶺両等女墜校 特設科

卒回 卒年 本 111 裁修専 高修専 研
霊長一喜子 本 実 補

庭家
実

牟よ 究 習 務 計 累 計
業数 業度 科 II 縫科 等科 干ヰ 科 部科部 手十 干キ 干ヰ 科 干キ

① 明治31 24 46 70 70 

② 全 32 29 31 60 130 

③ 全 33 61 51 112 242 

④ 全 34 50 42 92 334 

⑤ 全 35 94 28 122 456 

⑥ 全 36 102 29 131 587 

⑦ 全 37 93 26 119 706 

⑧ 全 38 66 27 93 799 

⑨ 全 39 94 37 131 930 

⑬ 全 40 82 52 134 1，064 

⑪ 全 41 97 48 145 1，209 

⑫ 全 42 124 61 185 1，394 

⑬ 全 43 101 85 7 193 1，587 

⑬ 全 44 114 10 20 46 190 1，777 

⑬ 全 45 91 5 53 45 53 247 2，024 

⑬ 大正 2 57 3 56 46 162 2，186 

⑫ ←ノi: 31 55 11 55 39 75 235 2，421 

⑬ 全 4 9 62 27 83 181 2，602 

⑬ 全 5 11 7 62 31 65 176 2，778 

@ ーノi: 6 4 6 30 50 68 158 2，936 

@ 全 7 l 7 57 69 69 203 3，139 

⑫ ーノi: 8 19 17 51 70 65 222 3，361 

@ 全 9 5 14 64 93 66 242 3，603 

@ 全 10 28 67 96 114 305 3，908 

③ 全 11 35 97 96 114 342 4，250 

③ 全 12 90 124 120 45 136 515 4，765 

@ 全 13 99 122 89 165 475 5，240 

③ 全 14 24 52 99 87 179 35 476 5，716 

⑧ 全 15 8 55 47 85 173 33 401 6，117 

@ 日召干日 2 8 27 47 120 83 31 316 6，433 

@ エノ¥ー 3 3 29 73 143 51 18 317 6，750 

@ 全 4 2 31 52 105 41 9 240 6，990 

@ 全 5 2 26 27 79 55 8 197 7，187 

@ -人L 6 3 18 42 83 41 13 200 7，387 

@ 全 7 4 13 24 83 40 15 179 7，566 

⑧ ー人L 8 6 10 17 72 27 15 (21) 147 7，713 

@ -人L 9 5 17 26 60 39 22 (28) (8) 169 7，882 

⑬ 全 10 5 15 28 70 19 91 (2日 (7) 146 8，028 

⑧ 全 11 5 21 32 41 24 71 (29) 130 8，158 

出典:r鶴嶺女学校 40周年記念誌j59ページ.計・累計の数値は検算の上修正した。
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二見:鶴嶺女学校について

表4 鶴嶺女学校・岡高等女学校卒業生の郡市別統計(1898-1936)

500人

450 

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

。
主

t:三 - ilB ヨ ヨ日L ヨヨL
三li.

Eヨ ア臣室ヲ通三

一一 4Cコ三 タ1..
プ，、ミ、 '̂ プミ cコ C区コヨ Cコ/、 tニ2 巨ヨ ノ、

数

他大 青島 肝 曽 k合 伊 出 薩 日 )11 十員 鹿 鹿
都

府 島 毛 付 於 良 佐 水 摩 置 辺 宿
児 児

市

県君s 郡 郡 郡 郡 郡 君s 郡 君s 都 郡 郡島 島市 }}IJ 

出典『鶴嶺女子校 40周年記念誌.160ページ
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学
校
の
教
育
史
的
意
義
を
考
察
し
た
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
願
い
で
あ
る
。

、運

No.1 

(
1
)
拙
稿
「
鹿
児
島
県
中
等
教
育
史
研
究
序
論

γ
l女
子
教
育
を
中
心
と
し
て
l
|
」
(
「
地
方
教
育
史
研
究
」
第
四
号

ペ
ー
ジ
所
収
)
を
参
照
。

(2)
昭
和
五
十
八
年
九
月
二
十
六
日
筆
者
は
鹿
児
島
玉
龍
高
等
学
校
を
訪
問
し
、
谷
崎
哲
夫
校
長
、
吉
留
秀
雄
教
頭
の
お
導
き
で
、
旧
鶴
嶺
女
学
校

関
係
史
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
y
い
た
。

(
3
)
た
と
え
ば
、
元
教
員
森
川
長
憲
氏
は
鹿
児
島
市
内
に
健
在
で
あ
る
。

(
4
)
『
鹿
児
島
県
教
育
史
』
下
巻
(
昭
和
総
年
6
月
・
鹿
児
島
県
立
教
育
研
究
所
)
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
5
)
『
(
鶴
嶺
高
等
女
学
校
・
鶴
嶺
女
学
校
)
学
校
沿
革
史
』
(
以
下
『
鶴
嶺
沿
革
史
』
と
略
称
)
一
一
ペ
ー
ジ
。

(6)
前
記
森
川
長
憲
氏
の
筆
者
宛
書
簡
(
昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日
付
け
)
に
依
る
。

(
7
)
前
掲
『
鹿
児
島
県
教
育
史
』
下
巻
一
七
六
ペ
ー
ジ
よ
り
再
引
。

(8)
『
鶴
嶺
沿
革
史
」
一
一

1
三
ペ
ー
ジ
。

(
9
)
向
上
三
ペ
ー
ジ
。

(
叩
)
の
ち
、
東
京
実
践
女
学
校
教
師
と
な
る
。
川
村
と
改
姓
。

(
日
)
の
ち
、
東
京
実
践
女
学
校
教
師
と
な
り
又
支
那
粛
親
王
の
家
庭
教
師
に
勝
せ
ら
れ
た
が
、
北
京
に
て
客
死
し
た
。

(
ロ
)
『
鶴
嶺
沿
革
史
』
三
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
向
上
四
ペ
ー
ジ
。

(
M
)
旧
職
員
小
松
文
雄
の
「
(
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
祝
辞
」
に
よ
れ
ば
、
土
持
氏
宅
と
は
「
(
鹿
児
島
)
市
内
千
石
馬
場
今
ノ
中
村
病
院
附
近
ニ
個

人
ノ
住
宅
ヲ
借
用
シ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
(
「
雛
鶴
』
第
三
十
五
号
|
|
鶴
嶺
女
学
校
・
鶴
嶺
高
等
女
学
校
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
|
|
以
下
『
鶴

嶺
記
念
誌
』
と
略
称
|
|
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
。

(
お
)
「
鶴
嶺
沿
革
史
」
五

1
六
ペ
ー
ジ
。

(
凶
)
『
鶴
嶺
記
念
誌
』
九
五
ペ
ー
ジ
。

(
口
)
同
上
二
四
ペ
ー
ジ
。

(
同
日
)
『
鶴
嶺
沿
革
史
』
八
ペ
ー
ジ
。

(
川
口
)
『
鶴
嶺
記
念
誌
』
九
七

1
九
八
ペ
ー
ジ
。
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二見:鶴嶺女学校について

(
初
)
向
上
九
七
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
『
鶴
嶺
沿
革
史
』
一

0
ペ
ー
ジ
。

(n)
『
鶴
嶺
記
念
誌
』
二
七
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
「
沿
革
史
』
の
方
に
は
寄
贈
額
が
三
百
余
円
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
幻
)
南
日
本
新
聞
社
編
『
郷
土
人
系
』
中
一
四
七
ペ
ー
ジ
。

(M)
『
鶴
嶺
沿
革
史
』
一
一

1
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
鶴
嶺
高
女
同
窓
会
『
鶴
嶺
高
等
女
学
校
・
鶴
嶺
女
学
校
沿
革
大
要
』
(
昭
和
五
十
七
年
十
月
現
在
)
に
よ
る
。

(
お
)
『
鶴
嶺
沿
革
史
』
一
一
一

1
一
四
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
向
上
一
七

i
一
八
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
向
上
一
一
一
ペ
ー
ジ
以
下
。

(
m
m
)

向

上

一

四

1
一
五
ペ
ー
ジ
。

(
鉛
)
向
上
二
三
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
大
正
二
年
三
月
段
階
で
は
「
校
舎
四
二

O
坪
」
で
あ
る
。

(
幻
)
『
鶴
嶺
記
念
誌
』
三
三
ペ
ー
ジ
。

(
沼
)
向
上
九
八
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
『
鶴
嶺
沿
革
史
』
一
五

1
二
0
ペ
ー
ジ
。

(
鈍
)
同
上
一
八
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
技
芸
科
第
二
部
の
第
一
回
卒
業
生
(
四
五
名
)
に
あ
た
る
。
川
辺
ナ
ヲ
は
古
川
と
改
姓
、
国
分
市
敷
根
に
、
野
元
サ
ト
は
二
見
と
改
姓
、
姶
良
郡

溝
辺
町
有
川
に
、
共
に
健
在
。

(
お
)
『
鶴
嶺
記
今
針
誌
』
八
ペ
ー
ジ
。
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る
屋
代
熊
太
郎
(
公
私
立
女
子
中
等
学
校
代
表
)
の
祝
辞
。

(
幻
)
『
教
育
報
知
』
明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
五
日

(
お
)
『
教
育
時
論
』
明
治
四
十
三
年
十
一
月
五
日

(
m
m
)

『
鶴
嶺
沿
革
史
』
二
二
ペ
ー
ジ
。

(ω)
向
上
一
一
一
ペ
ー
ジ
以
下
。

(
H
U
)

第
十
七
回
卒
業
生
数
に
つ
い
て
、
『
鶴
嶺
記
念
誌
』
五
九
ペ
ー
ジ
所
載
の
「
創
立
以
来
ノ
各
科
卒
業
生
数
一
覧
表
」
に
は
本
科
五
五
、
研
究
科
一

て
技
芸
科
一
部
五
五
、
同
二
部
三
九
名
と
あ
り
、
『
鶴
嶺
沿
革
史
』
と
の
問
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
両
出
典
に
は
こ
の
他
に
も
か
な
り
の
異
同
が
あ

る
の
で
、
そ
の
根
拠
を
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

(
必
)
『
鶴
嶺
沿
革
史
』
二
四

1
三
四
ペ
ー
ジ
。

(
同
日
)
同
上
三
一

1
四
七
ペ
ー
ジ
。

(
H
H
)

同

上

二

九

1
四
六
ペ
ー
ジ
。
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(
必
)
同
上
四
四

1
四
五
ペ
ー
ジ
。

(
M
判
)
『
鶴
嶺
記
念
誌
』
八
五

i
八
六
ペ
ー
ジ
。

(
灯
)
同
上
一
四
八

1
一
五

0
ペ
ー
ジ
。

(
必
)
鹿
児
島
玉
龍
高
等
学
校
『
玉
龍
三
十
年
の
歩
み
』
一
四
ペ
ー
ジ
よ
り
再
引
。

(
紛
)
『
鹿
児
島
玉
龍
高
等
学
校
創
立

ω周
年
記
念
誌
」
お
よ
び
、
鹿
児
島
新
報
社
『
青
春
有
情
』

(
印
)
前
掲
『
沿
革
大
要
』
に
よ
る
。

No.1 

第

巻

一九一一

1
二
O
二
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

〈
付
記
〉
本
研
究
は
、
実
践
学
園
に
よ
る
認
定
研
究
「
高
等
学
校
に
関
す
る
史
的
研
究
l
l鹿
児
島
県
を
中
心
と
し
て

l
l」
(
昭
和
守
幻
年
度
個
人

研
究
)
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
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(
受
付

一
九
八
三
・
一

0
・
一
七
)
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